
［成果情報名］アメダスデータを活用した四季成り性イチゴの収穫期の推定

［要約］夏秋期の四季成り性イチゴ栽培において、予測式とアメダス気温値から無加温栽

培での成熟日数と収穫日、収穫可能となる開花日の晩限が推定できる。また加温栽培での

成熟日数を指標にした加温管理に活用できる。
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［背景・ねらい］

夏秋期に高品質なイチゴを生産するには、流通過程を含めた栽培・品質管理技術を開発

する必要がある。秋期に気温が極端に低下するこの作型では、気温と果実の成熟日数の関

係を明らかにすることは、収穫期を見通した栽培管理を可能にして高品質生産に寄与する。

そこでアメダス気温値を用いて四季成り性品種の成熟日数を推定し、栽培管理指標を作成

する。

［成果の内容・特徴］

１．成熟日数は（ｙ）、アメダス気温値を用いた開花から収穫までの平均気温（ｔ）で推

定することができる（図１、表１）。

２．頂果についての成熟の有効下限温度と最適温度は品種により異なる。「エッチエス－

138」は、他の２品種に比べて有効下限温度と最適温度が高く、低温下での成熟日数が

長くなる特性がある（表１）。

３．予測式とアメダス気温日ごとの平年値(22 年間)を基に、当地（秋田県秋田市大正寺）

の６～ 10 月における旬別の開花日と収穫日を推定した（図２）。

４．無加温栽培において、「エッチエス－ 138」と「なつあかり」の収穫可能となる開花

日の晩限は、9 月 20 日と 9 月 23 日である（図２）。

５．予測式は、加温栽培における成熟日数を指標にした加温管理にも活用できる。開花か

ら 30 日後の収穫を目指す場合、平均気温は 15 ℃を目安とする。当地での加温を開始す

る時期は、平年値が15℃以下となる10月１日以降である（図２）。

［成果の活用面・留意点］

１．四季成り性品種の花房頂果を対象にした指標である。

２．栽培期間中 30 ％遮光資材を被覆した雨よけ栽培（開放型施設）でのデータを基に作

成している。実測した気温（瞬時値平均）は、アメダス気温値に比べ約 1.8 ℃高い。
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上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上

○       □           ○          □ ○    □

(6/16)     (7/8)        (8/1)       (8/20)     (9/1)  (9/23)
○ □ ○        □ ○       □
(7/1)        (7/21)        (8/11)     (8/30)      (9/11)    (10/6)

    ○   □ ○         □
  (7/16) (8/4)         (8/21)       (9/10)

○        □ ○ □ ○     □
(6/16)     (7/9) (8/1)         (8/21) (9/1)   (9/25)

○   □ ○ □ ○         □
(7/1) (7/23) (8/11)         (9/1) (9/11)      (10/8)

    ○      □ ○  □ ○         □

  (7/16)   (8/6) (8/21)          (9/12) (9/21)   (10/28)

注1)　図中、○は開花日、□は収穫日を示す。

注2)　収穫可能開花日以降に開花した果実は、無加温栽培での収穫ができないことを示す。

注3)　加温開始は、開花から30日後に収穫可能となる平均気温がアメダス気温日ごとの平年値で出現する日を示す。
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           図 2　アメダス気温日ごとの平年値から推定される四季成り性イチゴ品種の収穫日

加温開始 10/1

加温開始 10/1収穫可能開花日　9/20

収穫可能開花日　9/23

図１「なつあかり」の成熟日数と平均気温との関係
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y=exp(t/(0.408t-1.732))

エッチエス-138 0.439 -2.221 0.819 5.1 20.4（20.3）
注3)

423（449）
注3)

デコルージュ 0.423 -1.871 0.912 4.4 18.2（18.5） 414（435）

なつあかり 0.408 -1.732 0.853 4.2 17.9（18.7） 446（471）

注1)　成熟日数予測式　 y=exp(t/at+b)の各定数  (森下ら 1985)
注2)　成熟に要する積算温度が最小となる温度
注3)　カッコ内数値は実測値から算出した温度と積算温度
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表1　四季成り性品種の果実成熟(頂果)にかかる予測式の係数、決定係数、有効下限温度と成熟
に最適な温度

品種名 a値
注1)

b値
注1)


